
Ⅱ 検討会の記録（提案についての成果と課題） 

 

 

 

【成果】 

  ○ 既習事項である水が沸騰した時の温度変化のグラフを示したことにより，水を加熱したとき 

と冷やしたときの温度変化を関係付けながら考えることができ，予想を持つ手がかりとなった。 

   ○ 水を冷やしたときの温度変化について予想させる際に，事前アンケートで「水は０℃で凍る 

のではないか」と書いていた児童の記述を取り上げ，発表させたことで，「沸騰の時のように温 

度が一定になるところがあるのではないか」ということに気付いた児童が多かった。 

更に，ワークシートのグラフに０℃の線を示していたことも，凍り始める温度（温度が一定に 

なるところ）があるのではないかという見通しを持たせることにつながっていた。 

○ 児童から出された温度変化の予想を，教師が大きく４パターンに分類したことで，その後の観

察・実験の目的がより明確になった。 

○ 水が沸騰した時の温度変化のグラフの提示や事前アンケートの記述の効果的な取り上げ方に 

より，どの児童も自分の予想をグラフに表すことができ，解決の見通しを持って観察・実験に入 

ることができていた。 

  ○ 「物の体積と温度」において直接体験を重視した問題解決に取り組ませていたことが，本時の 

問題（水が氷になるときの体積の変わり方）の予想を立てる際の根拠につながっていた。 

 

【課題】 

 ● 「何℃で凍るのか」という児童の疑問を扱う以上，どのような状態を水が凍ったと考えるのか 

という共通に概念を持たせておく必要があったのではないか。 

    

 

 

 

 【成果】 

  ○ 気泡緩衝材を用いて２つのビーカーを固定する工夫をしたことで，約１０分という短い時間で 

どのグループも安定した結果が出すことができていた。また，２つのビーカーと気泡緩衝材は， 

二重サッシ構造のように，ビーカーのくもりを防ぎ，試験管内の様子を見やすくすることにも役 

立っていた。 

  ○ ３０秒ごとに温度計をつまんで優しく２回まわす動作を「おまじない」と表現したことが４年 

生にとってとても分かりやすく，自然な形で過冷却を防ぐことができていた。 

  ○ ４年生にとっては難しい実験であったが，児童に寒剤をつくるところから行わせたことが，児 

童の主体的な問題解決につながったのではないか。 

  ○ 試験管に付けたビニールテープの幅が適切であり，水が氷になったときの体積の増加を実感し 

やすいものになっていた。 

 

 【課題】 

  ● 寒剤（氷）の中に試験管を差し込む際に，氷の間をこじ開けるのが難しく苦労しているようで 

あった。４年生の児童が行うのであれば，氷をさらに小さくする工夫が必要ではないか。 

  ● 寒剤の中に２本の試験管（温度変化測定用と体積変化測定用）を差し込む際に時間差が生じて 

しまう班があった。２本を同時に差し込むことは難しいので，何らかの手だてが必要ではないか 

と感じた。 

【提案１】既習事項や生活経験から，水が氷になるときの温度や体積の変化のようすを予想

させ，解決の見通しをもたせる。 

 

【提案２】一単位時間内に安定した結果を得るために実験の装置や方法を工夫する。 

 



Ⅲ まとめ 

（１）提案１について 

   見通しを持つことは，児童にとって主体的な問題解決の原動力となる。予想や仮説などの解 

決の見通しを持つことで，観察・実験への目的意識が高まり，その後の活動が意欲的なものに 

なることが期待されるからである。 

 今回の提案授業では，児童一人一人が予想を持って，観察・実験に取り組むことができるよ 

うに，既習の知識との関連付けを図ることを重視した。「水を熱したときの温度の変わり方」と 

比較しながら考えさせることで，水を冷やしていったときも「ある決まった温度で温度は下が 

らなくなること」や「その温度が凍り始める温度であること」などの予想を引き出すことがで 

きた。また，それらをグラフに表現させることにより，温度の変わり方をより具体的に予想す 

ることができたと考える。さらに，児童から出された４パターンの予想のグラフを，一覧でき 

るように黒板に貼ったことで，互いの予想の共通点や相違点が可視化され，児童が観察・実験 

の目的意識を高めていくようすも見られた。  

 水が氷なったときの体積変化についても，多くの児童は，生活経験や前単元の「物の体積と 

温度」で学習したことを基に予想を立てており，既習の知識と関連付けながら考えていたと言

える。 

  

 （２）提案２について 

    観察・実験は問題解決の中核であるため，再現性のある妥当な結果を得ることが求められる。 

 しかし，使用している教科書の実験には，寒剤の冷却効果が低く，水が凍るまでに 20 分以

上もかかることや凍った後に 0℃以下まで温度が下がりにくいことなどの課題があった。また，

その改善のために寒剤の冷却効果を高めると，過冷却状態に陥りやすいという別な問題が生じ

てしまうことが分かっていた。 

そこで今回は，一単位時間内にどの班も安定した結果を出すことと，過冷却状態になること 

を防ぎながら，児童の予想を検証することができるような結果を得るための実験の装置と方法

の工夫・改善を図った。 

 実験装置については寒剤の冷却効果とビーカーの断熱効果を高めたことで，どの班も 10 分

程度で妥当な結果を出すことができた。また，過冷却状態になることを防ぐために，30秒おき

に軽い振動を与えたことで，すべての班が 0℃付近で温度が一定になるという結果を得ること

ができていた。さらに，寒剤の冷却効果を高めたことにより，試験管内の水がすべて凍った後，

マイナス 10℃以下まで温度が下がることも確認することができた。 

 これらの工夫により，教科書実験のいくつかの課題が解決され，提案の有効性を確認するこ

とができた。 

 

（３）今後の課題 

  ○ 寒剤の氷がやや溶け始めると，試験管を差し込みやすくなることから，試験管を寒剤の中 

に入れるタイミングを児童に明確に指示することで，残された課題についてのさらなる改善

を図っていきたい。 

   ○ 温度変化について得られた結果から考察する場面では，「温度が一定になるところがあるこ 

と」や「その温度が０℃付近であること」に気付かせる必要がある。そのためには，結果を

整理するグラフ用紙の縦の目盛りの間隔を広くするなどの配慮が必要であることが分かった。

結果の整理の仕方についてもより効果的な手だてを探っていきたい。 

   ○ 知識は，児童がそれを獲得する場面とは別の場面の問題解決に活用できるように習得させ

ることが必要である。今後も，単元全体を見通した指導の在り方を探り，児童が既習の知識

を活用しながら主体的に問題解決できるような授業を目指していきたい。 


